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釘を刺す復活（ヨハネ20:1-8）
イースターおめでとうございます。最高の喜びの日、また信仰の力を回復するときになっていただきたいと思います。死んだ人が生き返った、あり得るでしょうか。あり得ないことです。だから、信じないことが普通であり当たり前かもしれません。しかもただ死んだ人が生き返ったわけではありません。完璧な体を持つ姿をもってよみがえられました。それを復活と言います。ただ生き返ったことと復活とは違います。もう二度と死ぬことはありません。今私たちは経験していないので分かりませんが、当時イエス様は部屋の中にいる弟子たちのところに壁をとおって入って来られました。聖書の記録だけによりますとそのような完璧な体に変わって生き返ってきた、それを復活と言います。それは絶対、不可能なことであり、あり得ないことです。しかし、もしもその方がキリストならば、逆に言いますとそのように復活しなければなりません。そういうことをまず覚えていただきたいと思います。
今日の聖書を見ますと、まずマリヤという女の弟子がお墓の中に様子を見に、あるいは香油でも塗ってあげようかなという思いで行きました。ユダヤ人のお墓というものは大きい石がドアになっていました。それは勝手に転がすことができません。本当はそこに兵士が番人として立っていました。しかし、マリヤがそこに行ってみると兵士たちはもう姿がないし、その石が取りのけていたと書いてあります。つまり、開いていました。びっくりしてそのお墓の中をのぞいてみると、死体が見えません。死体を巻いていた亜麻布がそのまま残っていて、頭を巻いていたものが別のところに離れて置いてあるだけで、本物のイエス様の死体が見えないからびっくりして悲しみながら弟子たちのところに戻り、ペテロとヨハネという弟子に報告をしました。そして、彼らも驚いて走ってお墓まで来てペテロが中に入って見たら、マリヤが言ったとおりイエス様の死体はどこかへいってしまったし、亜麻布だけが残っていました。それで彼らは驚きながら戻っていきました。まだイエス様がよみがえられなきゃならないということを完璧に理解していなかったということです。たぶん、驚きと悲しみと疑いといろいろな気持ちが混ざっていたと思います。でも、この短い様子ですが、ありのままを書いてあるところなので、これを見ていてもイエス様はよみがえられたということがはっきりと示されています。だれかが死体を盗んだわけではなく、死体を亜麻布で巻いてあったものが巻いたそのままの形が残っていて中身だけが今いなくなりました。聖書の表現、書いてあるところの様子はそういうことを示しています。だから、もし盗んで行ったとすれば布の間々を鋭いもので掘り出し、中の死体をいちいち全部取っていった。それで布がその形のまま残っていた。それしか説明ができません。それは不可能なことです。死体を巻いてあった亜麻布は巻いたままの状態で残っていて、中身の死体だけが無くなったということです。それで死体をだれかが盗んだというのは話になりません。これはよみがえられて、さっき壁をとおってきたように、巻かれた亜麻布などがなんの問題にならない体によみがえられたとしか言えません。その他にもよみがえられたあと、弟子たちに何回も現れてイエス様の姿を見せられ、また釘が刺されたところ、やりに刺されたところなどを見せながら「触って見なさい。亡霊ではありません。亡霊なら肉を食べたり魚を食べたりすることができるか」と魚を食べて見せたりしたとたくさん記録されています。つまり、普通は人が死んで生き返るということは不可能なことであり、科学的にもどういう議論を当てても話にならない話です。あり得ません。不可能なことです。しかも、イエス様のように復活するというのはもっとあり得ないことです。だから、ほとんどの人があり得ないと信じようとしませんが、先ほども申し上げましたように、もしその方が十字架で死なれたイエスがキリストであったなら、それはよみがえられなければなりません。復活は不可欠なことになります。この様子を見ながら確かにイエスは復活してよみがえられたので復活があるかどうか、できるかできないかという議論は意味のないものであってイエスが復活なさったという意味はどういう意味なのか、なにを意味するのかが大切なポイントになります。今日、復活感謝礼拝を捧げて私たちはそれに耳を傾けなければなりません。イエスは預言どおりよみがえられました。それはなにを意味するのでしょうか。それはなにを語ることでしょうか。今の私たちにそれはどういう意味を持つことであり、私たちの信仰にどのような影響を与えるものでしょうか。皆さんはイエス様が十字架にかけられて、死者の中から３日目によみがえられましたと信じて告白する方です。先ほど、聖餐式をしながらその告白をともに捧げました。ですから、復活が科学的にあり得るか不可能なのかという議論は意味のないものです。科学的にはあり得ません。ただ一つだけ、もしキリストならば復活しなければなりません。絶対に復活は不可欠な要素です。イエスは復活なさってよみがえられました。それはイエスはご自分で「キリストだよ。イエスは救い主なのだよ。天の御国が来たので悔い改めなさい。わたしは神様自身であり、神の御子であり、神から遣わされたものなのだよ」とおっしゃり、それが「全部嘘だ。あなたは頭がおかしくないのか。もしかしたら悪霊にとりつかれて変なことを言っているのではないか。神聖冒とく罪ではないのか」ということでイエス様を十字架につけました。それで殺しました。イエス様を十字架につけて釘づけにして殺してしまった理由がなにかというとイエス様ご自身がおっしゃった「わたしはキリストなのだ。あなたがたの救い主なのだ。メシヤなのだ。神の御子なのだ。 わたしは道であり、真理であり、いのちです。わたしは光です」とおっしゃっていることは全部嘘だと拒否したのが十字架です。イエス様がよみがえられて復活なさったというのはその十字架のすべてのことをひっくり返すことです。逆に彼らが拒否して信じようとしていなかった、そのイエス様がキリストだということがすべて逆に本当であり真実であると、サタン、この世に向かって、また信じる信徒に向かって釘を刺す奇跡です。イエスはイエス様がおっしゃることは全部嘘ばかりだということで十字架で釘付けにされました。イエス様がよみがえられることによって、その彼らの意見、彼らが言っていること全部ひっくり返してそれが本当のことだったと釘を刺すことです。だから、復活は釘づけられたイエス様が釘を刺す奇跡です。どこで釘を刺したのか、その釘ではありません。釘を刺しました。なにに釘を刺したのでしょうか。もう動かない真実、絶対、永遠に変わらない確定された真実として釘を刺しました。つまり、イエス様が復活なさってよみがえられたというのは彼らがそれほど嫌がって、それほど否定して信じようとしていなかったイエス様がキリストだということに釘を刺したことです。もうこれ以上なんの文句も言えないように。なにがあろうが、どんな理論を取り上げようが、世界が状況がどう変わろうが、どんな事件が起きようが関係なく、イエスはキリストです。あなたがたが信じても信じなくても関係なく、イエスはキリストだとサタンに向かって釘を刺して、この否定している暗やみの世に向かって釘を刺したものであり、また信じるクリスチャンも、揺れてふらふらしているクリスチャンの心にも釘を刺して、イエスはキリストなのだと釘を刺しているのです。
皆さんはどこかでイエス様のお話をしてくださいと言われると、どのように説明するのでしょうか。イエス様は処女マリヤから生まれました。十字架にかけられました。いろいろ言えると思います。でも、イエス様のことを正しくお話するためには必ずここからスタートするようにしなければいけないと思います。元々、神様が人を神のかたちにつくって神様が一緒でした。それで人間はものすごく幸せで祝福されたものとしてつくられたものだったというところからお話が始まるようになるでしょう。皆さんはイエス様のことをどこからどのように説明されているのでしょうか。そして、人間はとても価値あるもので神に愛され祝福されているものでした。幸せな者です。特別な恩寵を受けている存在です。それにもかかわらず、その神様を裏切り、神から離れ、神様を失った結果、人は様々な苦しみ、不幸の中を歩くようになりました。愚かなことに馬鹿みたいになぜ神から離れて、まるで魚が水から飛び出してしまったのと同じようになぜそのようにしてしまったのでしょうか。それを罪と言うし、その罪は背後、裏で目に見えない悪魔、サタンという霊の存在が人間を惑わして罪を犯すようにしてしまったので神から離れるようになりました。それがすべての問題の発端であり原因です。そして、それはいまだにずっと問題が続いています。その結果、神様から離れた人々は自分の力では抜け出すことができない滅びの運命の中に捕らわれ罪を抱え、その結果、目に見えない悪魔に支配され世の神に従い世の風習、偶像崇拝をしながら人生を生きるしかありません。その最後は裁かれて滅びるしかない運命に捕らわれるようになり、その間、精神的にも肉体的にも家庭の中でも人間関係においても様々な問題を患うようになりました。絶対にこの問題を解決することができないようになっています。神様が一緒ではない限りは人に幸せも成功も祝福も何もありません。でも、悪魔の邪魔によって神様と絶対、一緒になることができません。悪魔のしわざによって、人の罪によってそれができません。絶対、不可能です。なにをしてもだめなので神様は自ら私たちを愛して神様ご自身が私たちをまたそこから救い出して一緒になるために来られました。来られる約束としてキリストを約束されました。最初から女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕いて、神様が元通りに私たちと一緒になってすべて奪われていた祝福を取り戻し、また滅びる運命から、悪魔の手から私たちを救いだすことにしたのです。その他には道がありません。一つしか道がありません。神様が私たちのために備えられ与えられた、約束された道はキリストしかありません。キリスト以外には希望がありません。それが私たちの問題です。そのキリストがこの世に来られたのですが２０００年前に処女マリヤから生まれて十字架にかけられてよみがえられました。そのイエス、イエス様がキリストなのです。イエス様のことを説明するためにはこのように説明するしかないのではないでしょうか。だから、イエス様はキリストです。イエス様の説明はどんな説明でしょうか。キリストしか希望はないのですがイエス様がそのキリストなのだ。それがイエス様の説明です。あなたの人生の答えはキリストしかありません。愛情、学歴、お金、才能でもありません。家庭円満というのは人生の答えにはなりません。キリストしか人生の答えはありませんがイエス様がそのキリストです。その説明でしょう。復活はそのイエス様がキリストだという福音のお話に釘を刺す奇跡です。だれも動かすことができません。疑うこともできない、文句も言えないように、世界が地球が２回ひっくり返されたとしてもこれは変えることができませんというのが復活です。皆さん、２０１３年復活感謝礼拝をとおしてその復活はいつまでも続くことですが神様のメッセージを心に留めてください。イエス様の復活を信じます。それこそイエス様がキリストですということに釘を刺すことです。もし皆さんが悪い病気に罹ったとしても、死の陰の谷を歩くようなことがあったとしてもイエス様はキリストです。植民地に支配されそれがちっとも改善される見込みが見えないとしてもイエスはキリストなのです。なぜでしょうか。イエス様はよみがえられました。復活なさいました。イエスの復活は釘を刺す奇跡です。これがメッセージです。だれにでしょうか。悪魔は十字架につけることによって成功したと思いましたが、それをひっくり返してよみがえられることによって「悪魔よ。イエスはキリストだったのだよ」と、この世に向かって、イエスを否定し自分のこぶしによって生きると、お金さえあれば、愛情さえあればそれで良いのではないかと大騒ぎしている暗やみの世に向かって、光に来ようとしていない世の中に向かって、大学の理論、経済の理論、政治の理論、宗教の論理などに向かってイエスはキリストなのだと釘を刺すことです。イエス様を信じますと言う信徒の方々もなにかがあるたびにふらふら揺れます。その心に釘を刺すことです。だから、イエス様の復活のことを常に思い出してください。「あっそうだった。イエスはキリストなのだ」と。成績はダウンしてもイエスはキリストなのです。周りから皆さんを無視していじめたれた、疎外されたことがあったとしても、皆さんがどのような辛い過去を歩いてきて、それが心の傷になっているかわかりませんがそれにもかかわらずその中でもイエスはキリストです。それが大優先で釘を刺したのです。そうでしょう。十字架につけて皆「私たちが正しかった。イエスはキリストなんかではない。何の抵抗もないまま十字架で血を流されそのまま弱々しく死んでいったではないか。なにがキリストなのか」とあざけっていた口を全部閉ざしました。よみがえられたことによってイエスはキリストだったでしょう。もしかして、いまだにイエス様のことが分かっていない方がいらっしゃるでしょうか。イエス様をキリストとして信じることに迷いのある方はいらっしゃるでしょうか。イエスはよみがえられてすべての迷い、すべての疑いを全部取り除いて、イエスはキリストだった、唯一の道、イエスは人生の答えでありすべての問題の解決者と釘を刺しました。人生の中に救われる道、答えはイエスしかありません。それに釘を刺しました。つまり、イエス様は真の祭司、真の王様、真の預言者です。イエスによって神がともにおられ、イエスによってすべての呪いと滅びの罪が清められ、イエスによって悪魔の頭が踏み砕かれて家系を流れているすべての呪いの力を完全に打ち砕かれそこから勝利できます。イエスはキリストです。皆さん、もう耳にタコができるくらい聞いたでしょう。ただなぜそれが私たちの人生に様々な問題に力として現れないのでしょうか。釘を刺していないからです。イエスはキリストです。人生に必要なのはキリストです。でもイエスはキリストです。イエスは本当に皆さんのすべての問題を解決されたのでしょうか。それに釘を刺さなければいけません。イエスしか答えがないということに、本当にそう思っていらっしゃるのでしょうか。それに釘を刺さなければいけません。イエスを信じると永遠に神がともにおられるようになるのでしょうか。それに釘を刺さなければいけません。どんな罪人でもどんなに暗い過去を歩いてきたとしても、イエスを信じるとイエスがキリストであるがゆえにその過去はすべて赦され、その人は新しい人生にいのちあるものに変えられるということを信じますか。それに釘を刺さなければいけません。イエスはキリストです。復活が皆さんにとって釘を刺す告白のときとなり、そういう意味で力を回復し賛美を回復するときにならないといけません。
それから、もうひとつ、イエス様がよみがえられて復活なさったというのはイエスがキリストであると同時に、そのイエス様だけがキリストだということに釘を刺しました。他には有名な偉人もヒーローも宗教指導者も政治家も立派な人間、たくさんいました。けれども、復活した者はいません。立派であってもキリストにはなれません。イエス様だけが復活を成し遂げました。オンリーイエス様だけがキリストです。それに釘を刺しました。世の中には必要なこともたくさんあるし、よいこともたくさんあります。それを否定するつもりはありません。でもそれとキリストであることとは別なのです。宗教の中にもいろいろ良い話があります。参考になる話もたくさんあります。別に悪い話はしていません。それとキリストであることは別次元の話です。つまり、どんなに立派な人間、どんな優れた宗教の理論、学校の教え、親の教訓があったとしても、それが人生の根本の問題を解決し私たちの運命を取り除いて神様のいのちを得るようにするものは存在しません。それに釘を刺しました。イエス様だけがキリストです。先進国になればなるほど、皆を統合して一緒に動かすという政策をとらないといけないので、だいたい柔和な政策をとります。日本もそうです。特に日本は島国なので基本としてそれがそこを流れています。和です。それゆえ、なにかとんがっているかのように絶対、唯一という言葉に抵抗があります。普段、人間関係においてはそうしないといけないでしょうが、真理に対しては申し訳ありませんが日本的であってはいけません。イエス様は復活なさいました。つまり、イエス様だけです。日本にはいろいろ優れた文化や内容がたくさんあります。尊敬します。尊重します。でも、キリストではありません。イエス様だけが希望でありイエス様だけがキリストです。それに復活によって釘を刺しました。つまり、別の言葉で言いますと頭の中が混乱するような余地が無くなりました。すべてが全部消されます。すっきりシンプルにならないといけません。キリストはイエスしかありません。そのようにイエス様だけがキリストだと釘を刺していないのでクリスチャンでありながらも、もう救われていのちを持っているにも関わらず、神の御言葉が自分のものにならないし、あらゆるいろいろなものに引っかかって荒野をグルグル回りながら出られません。残念ながら。イエス様が復活なさいました。この復活のメッセージを握ってもうすでに皆さんは復活の力を体験し味わってそれを現すことができる存在なので、そちらの方に移動して行っていただきたいと思います。そのためには釘を刺さなければいけません。皆さんの頭の中、思いの中でもこうだろう、ああだろう、これがよい、あれがよい、これがなければ、このためにとかいろいろなことがあるかもしれません。全部消してください。キリストではありません。答えではありません。希望でも幸せでもありません。ある意味理由にもなりません。親が悪いから、子どもが悪いから、どこがどうなので。全部嘘です。キリストがなかったから、イエス様だけがキリストです。知識が豊富でなくてもこのことを告白しなければなりません。どんなに私が知らない優れた知識を持ってきて「そうじゃないのではにか」と話してきても耳を閉ざし、それでも、私が無知なものでも知識はなくてもイエスだけがキリストだ、これだけは分かっている。イエスはよみがえられたので。歴史上、これからも地球が終わるときまで復活なさった方はひとりもいません。イエス様だけです。だから、イエス様だけがキリストです。それはなにを意味するのでしょうか。のちほどイエス様自らおっしゃいました。わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。ペテロも言いました。世界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、 人間に与えられていません。他のなにかに引っかかってこだわりがあること、それ自体が私たちの人生、精神、体をむしばむようなものになります。全部切ってください。思いきり迷わないで切ってください。イエスだけを残してください。モーセもいらない、エリヤもいらない、イエスだけが残るとそれが皆さんに力となり証拠となり、また様々な問題と病気の癒しです。癒しにつながります。サタンは今でもクリスチャンがこれに釘を刺した場合にはそのあとどういうことが起こるのかよく分かっているので、あらゆる手段をとおしてそれを邪魔します。いろいろな知識、経験を動員して様々な感情、いろいろなものを取り上げて「イエスだけがキリストです。正しいかどうかわかりませんがイエスだけがキリストです」と告白しそれに釘を刺すことを躊躇させます。それがクリスチャンの問題です。もう神の恵みによってキリストと出会いました。それなのにこの告白に至りません。イエスがよみがえられたにもかかわらず。復活感謝礼拝をとおしてイエス様の復活のことをずっと見つめて考えてみてください。なにが語られるのか。イエス様だけがキリストです。そして、それが聖書の証拠でもあるし、歴史の証拠でもあります。ノアの時代、もうあふれんばかりの裕福な豊富な時代でした。でも、だめでした。バベル塔の時代、ものすごく発展し技術と知恵と知識がものすごく発展し、これでもう天にでも行くのではないかと勘違いするくらいでした。それにもかかわらず、それも答ではないしだめでした。カインの場合は一生懸命、自分で努力して頑張りました。努力によって通じるような問題ではありません。そういうことが証明されて今まで何回も申し上げましたように、歴史すべてがそのような証拠であり、一番目立つ証拠が第1次世界大戦、第2次世界大戦です。ルネッサンスをとおして人が頑張れば、人の中には無限の潜在能力があるので、それを全部磨いて取り出して開発していけば世の中がユートピアになるのではないかと思って、その結果が第1次世界大戦、第2次世界大戦で皆殺し合うことになりました。人間が計算して考えるそのとおりに行くわけではありません。罪は恐ろしいものです。知らないからでしょう。他には希望はありません。発展も愛情も努力も豊かさも希望にはなりません。イエス様だけが希望でありキリストです。何回も申し上げましたように。この間、池田由美さんにも言いました。先端科学の研究に今、新米として入ることになりました。でも、ただ科学の研究のために入るのだと、あなたより優れた人はいっぱいいます。彼らによって社会が変わり、この人生が変わるかというとそうではないことを分かっているレムナントが研究者として行くのと、普通の人が研究しているのとは違います。あなたはレムナントとして福音をもって、答えは福音しかないと告白している者が研究者として行く、だからそこに希望があって神様の祝福があります。大学生、レムナントの皆さんも覚えていてください。勉強する人はたくさんいます。他の人と比べて今もだいぶ下っ端でしょうが勉強のために行っているのではありません。その勉強をしている者の中に福音が分かっている者がいないので、私たちは福音、キリスト以外には世の中に希望はないと分かっている者なのでそれをもって勉強するのと、ただ一緒に勉強するのとは違うのではないでしょうか。それがレムナントです。世の中に経済のためにＩＴのために頑張っている人はいくらでもいます。でもそこで福音をもってその活動をしている者はいません。だから、ナジル人、レムナントというのです。年と関係ありません。イエス様だけがキリストです。なぜでしょうか。イエス様だけが復活なさったので。イエス様の復活を信じてください。聖書と歴史の証拠をしっかりと握っていてください。
ですから、イエス様がよみがえられたというのはなにを意味するのかというと、今まで幸せを名乗るどんな理論、どういうものであれ、そのすべての口を閉じてしまうことです。それがイエス様の復活です。幸せを云々するすべてのことに対して口を閉ざしてしまうイエス様の復活です。どこに行っても幸せはありません。勘違いしないように。皆さん、イエス様の復活によって人生そのものに、また信仰に対して困難、迷いがありどこかあいまいなところがあるというのは望ましくありません。それを全部捨ててください。一直線で自分が弱い者なのか、状況はどうなのか、教会に来て間もないか長いかなどは関係ありません。イエスが復活なさったのでイエスだけがキリストです。それに迷いなどありません。釘を刺してください。それが復活ですから。なぜ告白しながら釘は刺さないのでしょうか。釘を刺していないのでイエス様だけがキリストですと告白していながらもなにか起こるたびにこっちに行ったり、あっちに行ったりするのです。釘を刺してください。そんなに優れた知識は持たなくても今は結構なので、とにかくイエス様だけがキリストですという告白を皆さんの心の中に釘を刺してください。なにがあろうがこれは動きません。2部の礼拝でレムナント大会のメッセージを整理しますが、そうすると出エジプト記の奇跡を見るようになります。復活、すごい奇跡です。

それから、すべてをきれいさっぱり片づけてシンプルにする奇跡です。なんと感謝でしょうか。十字架と復活、ものすごく分かりやすいのではないでしょうか。聖書を全部読まなくてもそれだけでもなるほど、イエスはキリストだと他は全部消してそれをもってスタートするのです。聖書を読むときにもそれをもって読むと内容が変わります。皆さんの過去、現在、未来もその目でそこをスタートにして見ていかないといけません。ものすごく単純ではないでしょうか。そこがないからクリスチャンなのに残念ながら力が現れません。皆さんが70人、100人訓練を受けていないから力が現れていないわけではありません。この告白に釘を刺していないからです。ときには神様がなさるしょうが、いつでもこれを移動できるような体勢をもって信仰生活をする人もいます。なんと危ないし残念でしょう。なにかあるたびに移動可能な状況を作っておいて、「イエス様はキリストです」と言いつつもなにかあったときには「そうではないかな」といくらでも動けるような信仰です。イエス様は復活しました。釘を刺してください。その釘はもう二度と動かすことができないよう固定するものです。
最後です。復活がこういう意味を持ちますので、復活は約束されました救いを完成したことです。今までその救いの完成のためにすべてがありました。でも完成したので一段落終えました。それが復活です。ですから、3番目のメッセージがなにかというとイエス様の復活はそれをもってこれから今までとは全く違う新しい時代が始まりましたと宣言する内容です。イエス様の復活以来は今までとは違う救いの感背に向かって進んできたその時代とは全く違います。もう完成したのですから、これからは救いが完成されたことに基づいて、それをもってまったく新しい時代が始まります。それが復活の意味です。イエス様の復活を考えるたびに「復活以降は以前とはまったく別の時代だ」と思いましょう。新しい時代がスタートしたのです。どういう時代でしょうか。それ以来、皆さんは今の時代を生きているのでよくわからないでしょうが、イエスさま以前、イエス様が来られていないときにはいろいろな象徴的な預言的なことによってイエスさまを信じるとか、あるいはイエス様が肉体をもって来られたときには信じるか信じないかとかそのような状況でした。それまでは羊を殺して神様に捧げたりいろいろな儀式がありました。イエス様が復活によって救いを完璧に完成なさったので、それからはだれでもこのイエスを信じると救われるように時代が変わりました。羊を殺したり手を洗ったり神殿の中に入って何かをしたりする時代はもう終わりました。それが復活の意味です。完成したので今までのすべてを全部まとめてそれを全部イエス様がひっくるめて持ちました。分かりますか。復活。このイエスを信じるだけでだれでもイスラエルの人だけでなく、異邦人のどこの国のどこの民族のどういう身分の人でもだれでもイエスを信じると救われます。そういう時代です。なんと感謝でしょうか。イエスさま以前はそういうわけにはいきませんでした。復活のあと、だれでもイエスを信じると完璧に救われるようになりました。
それから、もうひとつ、このイエスを信じて救われたものはだれでも聖霊がその人の中に入って内住する時代です。イエスさま以前はそのようなことはありませんでした。内住、覚えていてください。時代が違います。しかも内住するのは意味がなにかというと、今まで神様がともにおられることによって神様がおっしゃるとおりに従わないとだめだったので神様が中に入って離れないことにしました。イエスさま以前は言うことを聞かないと離れたり一緒になったりすることがありましたが、完成してから復活してからはイエスを信じる者には聖霊が内住して永遠に離れることなくともにおられるためにそうしました。そういう時代です。だから、永遠のいのちと言います。まったく違います。復活がなんと感謝でしょう。なるほど、イエス様が復活することによって神がなにかによっては慣れたり一緒になったりではなくなにがあっても離れることなく永遠に一緒におられてまっとうしていくために内住してともにおられます。

それから、もうひとつ、聖霊が内住している者はだれでも聖霊充満の祝福に預かることによって神の力を体験し、神の力を現すことができる時代が開かれました。ペテロはイエス様に従っていましたがペテロは怖くてイエス様を否定したりいろいろなことがありました。十字架の前では逃げました。それは聖霊の内住もないし、内住がないから聖霊充満もなかった。たまにありましたがだれでも聖霊充満という時代ではありませんでした。でも、イエス様を信じる者だれでも聖霊の内住、聖霊の内住している者はだれでも聖霊充満の祝福に預かるようになって、聖霊充満に預かりますとその人は変わります。その人の限界を超えます。周りも変わります。神の力が現れるようになります。クリスチャンのだれにでもその祝福が現れるような時代を開きました。イエス様の復活です。なぜでしょうか。そのような聖霊充満の神の力によって地の果てにまで、全世界の福音化をなそうとしていらっしゃるから、つまり、復活以降はイスラエルの中でイエス様が来られるときを待ってごちゃごちゃしている時代は終わって世界に向かってこの福音が宣べ伝えられてイエスの愛、神の愛が宣べ伝えられる、地の果てにまで福音化される時代がスタートしました。イエス様が来られるまでとは違います。イスラエル中心の歴史が終わり、全世界に向かって新しいイスラエルの教会を中心にして福音が広まって行く時代がスタートしました。今は救いのとき、今は恵みのときだと。時代が変わりました。イエス様の復活によってすべてを変えました。だから、私たちに現場に行きますと聖霊充満によって現場の暗闇が砕かれて、そこで福音宣教のわざが現れると、これは良く考えるとイエスさま以前はあり得ない話です。でも今はそれができる時代です。皆さん信じて祈って聖霊充満の祝福に預かるように、皆さんの現場に必ずイエス様のいのちに預かる者が備えられていると信じてください。なぜかというと今はそのような時代なのです。復活のあとは。それが聖書と歴史の証拠でしょう。余計なことは考えないように。そういう時代が始まりました。今皆さんがどのような時代を生きていらっしゃるのかよく考えないといけません。イエス様がサンダルを履いてガリラヤの湖のほとりを歩いていらっしゃった時代ではありません。
結論を言いましょう。イエス様の復活がそういう意味を持つ、そういうメッセージである奇跡であればそのイエス様は今も生きていらっしゃるので、まずクリスチャンの私たちがすべての疑い、迷い全部を捨てて思いきり何の条件も付けないでイエス様をキリストとして告白しましょう。しかも、ひとりで告白しましょう。そして、この信仰告白が皆さんの胸に釘刺されたものになるよう告白しましょう。神の前で、サタンの前で、自分自身の人生をおいて釘を刺してください。なにがあってもこれは動きません。これは動かすわけにはいきません。そのように釘を刺してください。皆さんが病気なのか健康なのか、金持ちなのか貧乏なのか関係なく、イエスはキリストでイエス様だけがキリストですと釘を刺してください。
それから、復活のあとの時代なので皆さんの人生の方向、生きるテーマをこれからは難しい、やりやすい、厳しい、辛い、優しいなどに惑わされないで、どういう状況であっても神に恵まれるような時代なので、神様に恵まれることをテーマにしてください。今はそういう時代です。だれにでも聖霊充満を、神の恵みが注がれるようになっています。だから、恵まれていないから問題であって他は問題ではありません。そういう時代なので人生の方向をテーマを神の恵みに預かること、神様に恵まれること、だから、礼拝と御言葉と祈りを大事してください。

それから、恵まれたならば必ず結果として付いてくるものでしょうが、この福音をお証しすること、福音宣教に人生の方向、生きるテーマをそれに絞って合わせてください。これが復活による新しい時代の生きる生き方です。そうすると皆さんによって皆さんが行く所々にイエス・キリストの復活の証拠が必ず現れるようになります。今も生きていらっしゃるので。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス・キリストが復活なさいました。この復活の意味をひとりひとりが心に留めて、これから信仰告白にしっかりと釘を刺して、また残りの生涯、人生の方向がどうであるべきなのかを吟味しそれにも釘を刺すことができるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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